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１
月
末
か
ら
、
携
帯
電
話
で
の
１

１
９
番
通
報
の
受
信
体
制
が
変
わ
り
、

鹿
部
町
内
で
通
報
す
る
と
、
基
本
的

に
上
磯
消
防
署
に
繋
が
り
ま
す
。
繋

が
っ
た
相
手
に
「
渡
島
管
内
鹿
部
町

で
す
。」
と
伝
え
る
こ
と
で
、
鹿
部
消

防
署
内
の
専
用
電
話
に
転
送
さ
れ
、

通
報
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
通
報

し
た
場
所
に
よ
り
、
森
町
消
防
本
部

や
函
館
市
消
防
本
部
、
室
蘭
市
消
防

本
部
へ
繋
が
る
場
合
も
あ
り
、
そ
の

場
合
で
も
「
渡
島
管
内
鹿
部
町
で

す
。」と
相
手
に
伝
え
る
こ
と
に
よ
り
、

鹿
部
消
防
署
へ
直
接
転
送
さ
れ
る
か
、

南
渡
島
消
防
本
部
所
在
地
で
あ
る
上

磯
消
防
署
へ
転
送
さ
れ
ま
す
。

　

直
接
、
鹿
部
消
防
署
へ
通
報
・
連

絡
し
た
い
場
合
は
、
０
１
３
７
２－

７－

３
３
３
１
番
へ
お
掛
け
下
さ
い
。

　

ま
た
、
携
帯
電
話
の
メ
モ
リ
ー
に

記
憶
す
る
、
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
に
登
録

す
る
等
で
、
迅
速
な
通
報
・
連
絡
が

可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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鹿
部
消
防
団
恒
例
の
出
初
式
が
、

１
月
２
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
松
本
団
長
以
下
七
十
九

名
の
団
員
と
出
来
澗
婦
人
消
防
隊
八

名
、
来
賓
三
十
六
名
が
出
席
し
て
行

わ
れ
、
新
春
に
「
今
年
一
年
の
無
火

災
」
を
誓
い
ま
し
た
。
ま
た
、
消
防

団
活
動
に
永
年
功
労
の
あ
っ
た
団
員

の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
省
略
）
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�
�
�
�
�
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�

第
二
分
団
部
長　

小
笠
原　

和
夫

�
�
�
�
�
�
�

第
四
分
団
部
長　
　

佐
藤　

鉄
雄

第
三
分
団
班
長　
　

熊
川　

一
光

第
三
分
団
団
員　
　

松
澤　
　

孝

元
第
三
分
団
団
員　

盛
田　

行
一

�
�
�
�
�
�

第
四
分
団
団
員　
　

中
野　

友
範
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�
	



�
�
�
�

本
団
副
団
長　
　
　

松
本　

寿
男

�
�
�
�
�
�
�

第
四
分
団
班
長　
　

山
内　

秀
樹

�
�
�
�
�
�

第
一
分
団
団
員　
　

中
村　

憲
市

第
一
分
団
団
員　
　

福
村　

直
仁

第
三
分
団
団
員　
　

藤
林　

一
也

第
四
分
団
団
員　
　

挽
野　
　

孝

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�

第
三
分
団
部
長　
　

熊
川　

英
行

第
四
分
団
部
長　
　

佐
藤　

鉄
雄

�
�
�
�

�
�
�
�
�

第
三
分
団
班
長　
　

原
田　

毅
彦

第
二
分
団
団
員　
　

野
場　

昭
人

　
　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

こ
の
度
の
受
賞
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

受
賞
さ
れ
た
方
々
の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご

期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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・ほたてサービスデー in間歇泉の開催に併せ、間歇泉公園において町内各水産加工会社が製造した「塩漬
けたらこ」の即売会を開催します。
　水産加工会社それぞれが味に工夫をこらした「たらこ」を味わって下さい。
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鹿
部
町
避
難
所
で
あ
る
鹿
部

小
学
校
に
非
常
用
発
電
設
備
を

設
置
す
る
た
め
、
電
源
立
地
対

策
交
付
金
を
、
今
年
度
と　

年
１８

度
の
２
ヶ
年
を
基
金
に
積
立
し
、

平
成　

年
度
の
交
付
金
と
併
せ

１９

て
、
平
成　

年
度
に
事
業
執
行

１９

す
る
た
め
、
基
金
条
例
を
制
定

し
た
も
の
で
す
。
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北
海
道
医
療
給
付
事
業
に
基

づ
き
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
度
、
給
付
事
業
取
り
扱
い

事
務
指
導
に
よ
り
、
条
文
を
削

除
整
備
し
た
も
の
で
す
。
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国
土
交
通
省
か
ら
タ
ク
シ
ー

等
の
交
通
機
関
空
白
地
域
に
お

い
て
、
市
町
村
は
協
議
す
る
機

関
と
し
て
運
営
協
議
会
を
設
置

�
�
�
�

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
町
で
行
っ
て
い
る
介

護
保
険
に
係
る
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
中
で
、
自
宅
か
ら
病
院
、
又

は
公
衆
浴
場
等
へ
の
送
迎
運
送

サ
ー
ビ
ス
が
こ
れ
に
該
当
し
、

こ
の
事
業
を
行
う
場
合
、
許
可

が
必
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、

国
土
交
通
省
は
許
可
を
発
す
る

に
際
し
て
は
、
こ
の
協
議
会
の

意
見
を
聴
い
て
条
件
を
付
し
て

許
可
す
る
と
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
住
民
の
福
祉

の
向
上
と
推
進
を
し
て
い
く
た

め
本
条
例
を
制
定
し
た
も
の
で

す
。
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補
正
予
算
額
は
、
４
千
９
百

　

万
７
千
円
を
追
加
し
予
算
総

４０額
を
６
億
８
千
７
百　

万
３
千

８４

円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
一
般
被
保
険
者
療

養
給
付
費
２
千
５
百　

万
円
の

４６

追
加
、
退
職
被
保
険
者
等
療
養

給
付
費
１
千
２
百　

万
円
の
追

６１

加
が
主
な
も
の
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
千
７

百　

万
６
千
円
を
追
加
し
、
予

88
算
総
額　

億
６
千
９
百　

万
９

２７

２７

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
住
民
情
報
・
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
移
行
経

費
の
委
託
料
１
千
４
百　

万
５

１７

千
円
の
追
加
、
駒
ケ
岳
演
習
場

障
害
防
止
対
策
事
業
工
事
請
負

費
２
千
９
百　

万
円
の
追
加
が

２７

主
な
も
の
で
す
。
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以
上
、
７
議
案
に
つ
い
て
は
、

平
成　

年
２
月
１
日
を
も
っ
て
、

１８

上
磯
町
と
大
野
町
が
合
併
す
る

こ
と
か
ら
、
規
約
の
変
更
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
た
も
の
で
す
。
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次
の
方
を
推
薦
す
る
こ
と
に

異
議
が
な
い
旨
回
答
し
た
。

氏
名
＝
滝
野　

幸
子　

氏

住
所
＝
字
宮
浜　

番
地
の
１

３８

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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内
閣
総
理
大
臣

　

財
務
大
臣

　

厚
生
労
働
大
臣

　

国
土
交
通
大
臣

　

農
林
水
産
大
臣

　

第
５
回
臨
時
会
は
、　

月
２

１１

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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月　

日
執
行
さ
れ
た
渡
島

１１

２０

支
庁
所
管
区
域
北
海
道
議
会
議

員
補
欠
選
挙
経
費
４
百　

万
４

５０

千
円
の
追
加
措
置
を
行
っ
た
も

の
で
す
。
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駒
ケ
岳
演
習
場
周
辺
無
線

　

放
送
施
設
設
置
工
事

�
�
�
�
�
�

　
　

５
千
４
百　

万
円

２０

�
�
�
�
�
�
�
�

　

（
株
）
東
芝
北
海
道
支
社
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地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の

�
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�
�
�
�
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��
��
��
��
��

２
第
３
項
及
び
鹿
部
町
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
に
よ

り
、
鹿
部
町
漁
業
系
廃
棄
物
リ

サ
イ
ク
ル
施
設
の
指
定
管
理
者

を
鹿
部
漁
業
協
同
組
合
と
し
た

も
の
で
す
。

　

管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、

平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成

１７

１２

　

年　

月　

日
ま
で
の
５
年
間

２２

１１

３０

で
す
。
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第
６
回
臨
時
会
は
、　

月　
１１

２８

日
に
開
催
さ
れ
、
次
の
事
項
に

つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
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国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て

改
正
す
る
も
の
で
、
改
正
内
容

は
、
鹿
部
町
職
員
の
月
額
給
料

表
を
平
均
０
。　

％
引
下
げ
、

３６

併
せ
て
扶
養
者
手
当
て
の
配
偶

者
分
を
月
額
５
０
０
円
減
額
し
、

期
末
手
当
の
年
間
支
給
月
数
０
。 　

月
、
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

０５
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鹿
部
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
改
正
内
容
と
同
様
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
百

　

万
９
千
円
を
追
加
し
、
予
算

５２総
額　

億
１
百　

万
３
千
円
と

２７

３９

し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
職
員
給
与
の
一
部

改
正
に
伴
う
、
人
件
費
、
各
種

手
当
て
に
係
る
予
算
額
の
精
査

で
す
。

�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�

��

�
�
�
�
�
�
�

　

補
正
予
算
額
は
、　

万
７
千

４０

円
の
減
額
で
あ
り
ま
す
。

　

内
容
は
職
員
給
与
の
一
部
改

正
に
よ
り
、
人
件
費
に
係
る
予

算
額
の
精
査
で
す
。

�
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�
�
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�
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�
（開催日が近くなりましたら町防災無線でお知らせします。）

��������	
�
傍聴席の入り口にある傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。
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�
�
�
�
�
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�
�

�
�
�
�
�

　

平
成　

年
台
風　

号
被
害
に

１６

１８

よ
る
町
有
林
の
現
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日

１７

１０

１８

�
�
�
�
�

　

担
当
課
か
ら
説
明
を
受
け
、

現
地
視
察
後
、
提
出
の
あ
っ
た

資
料
に
基
づ
き
、
質
疑
を
行
っ

た
。

�
�
�
�
�

　

激
甚
森
林
災
害
復
旧
事
業

（
激
甚
災
）
の
対
象
と
な
っ
た
、

森
林
面
積　

。　

ヘ
ク
タ
ー
ル

５４

４２

に
対
し
、
被
害
木
整
備
済
み
面

積
は　

。　

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
進

２７

６１

捗
状
況
は　

％
で
あ
る
。

５１

　

来
年
度
か
ら
３
箇
年
で
造
林

を
予
定
し
て
い
る
。

　
　

ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
民
有
地

２０
は
優
先
し
て
整
備
す
る
。

　

前
生
樹
は
、
主
に
ト
ド
マ
ツ

で
事
業
費
の　

。
６
％
が
補
助

６６

の
対
象
と
な
る
。
ま
た
、
被
害

地
等
森
林
整
備
事
業（
指
定
災
）

の
森
林
面
積
８
。　

ヘ
ク
タ
ー

５８

ル
に
対
し
、
０
。　

ヘ
ク
タ
ー

５４

ル
が
整
理
済
み
。

　

前
生
樹
は
、
ト
ド
マ
ツ
、
カ

ラ
マ
ツ
、
ス
ギ
で
平
成　

年
度

２０

に
造
林
予
定
、
事
業
費
の　

％
５６

が
補
助
対
象
と
な
る
。

　

緑
資
源
機
構
復
旧
事
業
の
被

害
木
整
理
面
積　

。　

ヘ
ク
タ

１４

９０

ー
ル
と
被
害
木
伐
倒
面
積
２
。

　

ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
ほ
ぼ
終
了

２５し
て
お
り
、
ト
ド
マ
ツ
を
造
林

し　

月　

日
頃
完
了
す
る
。

１１

１０

　

災
害
復
旧
事
業
は
原
則
、
前

生
樹
を
と
い
う
こ
と
で
、
地
域

の
風
土
に
合
う
ト
ド
マ
ツ
を
造

林
す
る
。

　

こ
の
造
林
事
業
は
北
海
道
全

体
で
進
ん
で
お
り
苗
木
の
確
保

や
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
事
業

を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ト
ド
マ
ツ
以
外
の
植
林
で
も

補
助
対
象
と
な
る
の
で
あ
れ
ば
、

漁
業
の
影
響
も
考
慮
し
、
適
正

な
植
林
を
検
討
さ
れ
た
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
��
�
�

�
�
�
�
�

①
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
の
現
況
に
つ
い
て

②
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
施

設
の
現
況
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�

　

平
成　

年　

月　

日

１７

１０

１９

�
�
�
�
�

①
担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

質
疑
を
行
っ
た
。

②
現
地
調
査
後
、
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ

た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

平
成　

年
度
の
財
政
状
況
に

１７

つ
い
て
は
、
９
月
末
現
在
で
、

歳
入
の
調
定
額
６
億
９
千
９
百

　

万
９
千
円
に
対
し
、
収
入
済

７２額
は
２
億
９
百　

万
１
千
円
、

７８

収
入
率
は　

。　

％
、
歳
出
は

２９

９８

予
算
額
６
億
３
千
８
百　

万
８

４３

千
円
に
対
し
、
支
出
済
額
３
億

５
百　

万
７
千
円
、
執
行
率
は

６９

　

。　

％
で
あ
る
。

４７

８８

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
老
人
保

������

��������������

���������������������

����

���������������������������

���������������
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����������������������

�������������
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��������������������

��� ��������������

��������������������������
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健
拠
出
金
の
納
付
決
定
額
が
予

算
を
上
回
り　

万
８
千
円
が
不

４７

足
、
介
護
納
付
金
も
６
百　

万
６０

１
千
円
の
不
足
が
生
じ
る
た
め
、

　

月
議
会
で
補
正
さ
れ
た
。

１２
　

一
般
被
保
険
者
の
療
養
給
付

費
１
億
４
千　

万
７
千
円
、
受

８４

診
件
数
は
１
０
、
６
０
２
件
で
、

１
件
当
た
り
の
医
療
費
は
１
３
、

２
８
５
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
療

養
給
付
費
が
１
千
５
百　

万
７

７１

千
円
増
、
受
診
件
数
は
５
６
７

件
の
増
で
、
１
件
当
た
り
の
医

療
費
に
つ
い
て
も
８
１
６
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

高
額
療
養
費
は
、
１
千
６
百

９
万
３
千
円
で
前
年
度
に
比
べ

２
百　

万
９
千
円
増
加
し
て
お

５９

り
、
一
般
被
保
険
者
の
療
養
給

付
費
の
増
加
は
、
こ
の
影
響
に

よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

９
月
末
で
期
限
切
れ
と
な
っ

た
保
険
証
の
更
新
状
況
は
、
１
、

１
０
９
件
の
う
ち
９
４
６
件
が

更
新
済
み
で
、
こ
の
う
ち
、
短

期
交
付
が　

件
、
資
格
証
明
書

８３

が　

件
に
交
付
さ
れ
た
。

１８

　

国
民
保
険
税
の
滞
納
に
つ
い

て
は
、
今
回
の
保
険
証
の
更
新

時
よ
り
、
１
０
０
万
円
以
下
の

滞
納
者
は
、
額
に
関
係
な
く
１

ヶ
月
の
短
期
交
付
と
し
、
１
０

０
万
円
以
上
は
、
資
格
証
明
書

の
交
付
と
し
た
。

　

滞
納
者
は
、
税
務
課
・
民
生

課
と
生
活
様
式
も
含
め
納
税
相

談
を
行
い
、
滞
納
解
消
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
納
税
誓
約
書

に
よ
り
、
納
税
意
識
の
向
上
が

図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
結
果
、
昨
年　

月
の
国

１０

保
税
滞
納
繰
越
分
１
億
８
千
７

百　

万
５
千
５
百　

円
に
対
し
、

１４

１５

収
入
済
額
９
百　

万
７
千
７
円

７７

で
収
納
率
５
。　

％
が
、
今
年

２２

は
、
滞
納
繰
越
額
１
億
９
千
７

百　

万
３
千
８
百　

円
に
対
し
、

８１

８０

収
入
済
額
１
千
８
百　

万
７
千

５４

５
百　

円
、
収
納
率
９
。　

％

９７

３８

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
実
施
し
た
納
税
相
談
の

効
果
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　

滞
納
件
数
も
、
今
年
５
月
末

か
ら　

月
ま
で
に　

件
が
完
納

１０

５８

し
、
３
０
１
件
と
な
っ
た
。

　

今
後
も
、
納
税
相
談
を
実
施

し
、
町
民
一
人
ひ
と
り
に
適
切

な
対
応
を
心
が
け
、
収
納
率
向

上
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�

　

施
設
の
利
用
状
況
は
、
１
日

当
た
り　

人
か
ら　

人
程
度
で

１４

１８

あ
る
。

　

介
護
度
別
で
は
、　

月
現
在

１０

の
延
べ
人
数
で
、
要
支
援
が
１

５
５
名
、
要
介
護
１
が
６
８
５

名
、
要
介
護
２
が
４
８
６
名
、

要
介
護
３
が
２
２
４
名
、
要
介

護
４
が
１
７
６
名
、
要
介
護
５

が　

名
利
用
し
て
い
る
。

６５

　

な
お
、
介
護
認
定
状
況
は
、

９
月
末
現
在
で
、
要
支
援
が　
１５

名
、
要
介
護
１
が　

名
、
要
介

３５

護
２
が　

名
、
要
介
護
３
が　

２３

１１

名
、
要
介
護
４
が　

名
、
要
介

１８

護
５
が　

名
、
計
１
２
４
名
が

２２

認
定
を
受
け
て
い
る
。

　

施
設
等
に
、
特
に
問
題
は
生

じ
て
い
な
い
が
、
管
理
運
営
に

万
全
を
期
す
こ
と
を
望
む
。

　

各
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
が
３
月
定
例
会
ま
で

の
閉
会
中
に
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
調
査
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



一
、
鹿
部
漁
港
地
域
水
産
総
合

衛
生
管
理
対
策
推
進
事
業

の
現
況
視
察
及
び
本
別
漁

港
西
防
波
堤
拡
張
工
事
の

現
況
視
察
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�
	



一
、
鹿
部
町
一
般
廃
棄
物
処
理

施
設
最
終
処
分
場
の
現
況

視
察
に
つ
い
て

�
�
�
�
�
�
�
�

一
、
次
期
議
会
の
会
期
日
程
等

の
議
会
運
営
に
関
す
る
事

項

二
、
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事

項

三
、
議
会
だ
よ
り
編
集
・
校
正

に
関
す
る
事
項
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�
�
�
�
�
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　商品が入っているプラスチックでできた容器（入れもの）及び包装（包んでいるもの）のこと、
またはそれらの一部のことです。具体的には、お菓
子やパンの袋、たまごのパック、カップ麺のカップ
容器、ペットボトルのフタなどがあります。
（対象となるものには、右のマークがついていま
す）
　ただし、ペットボトル及び白色発泡スチロール・
白色トレイは別に分別収集していますので、対象に
なりません。

����������

　商品が入っている紙製の容器（入れもの）及び包装（包んでいるもの）のこと、またはそれら
の一部のことです。具体的には、お菓子の紙箱、
デパートの包装紙、本屋の紙袋、ヨーグルトの紙
カップなどがあります。（対象となるものには、
右のマークがついています）
　今までは、紙パック・段ボールと一緒に収集し
ていましたが、４月からは別に収集となります。
　・収集後はリサイクルされ、再生紙となり段ボールや新聞、ノートなどになります。

��������	
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� ���������������

※　おもちゃやボールペンなどの商品そのものがプラスチックの場合は、対象になりません。
　　・収集後はリサイクルされ、ベンチやプランター容器、ボールペンなどのプラスチック製品

となります。
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急
速
な
高
齢
化
（
平
成　

年
１７

　

月　

日
現
在
の
鹿
部
町
高
齢

１２

３１

化
率
は　

。
８
％
）
に
伴
い
、

２１

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

数
も
比
例
し
て
増
加
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
っ
た
主
な

原
因
は
、
脳
卒
中
や
認
知
症
な

ど
が
あ
り
ま
す
が
、
加
齢
に
伴

う
足
腰
の
衰
え
や
体
力
の
低
下
、

そ
れ
に
伴
う
転
倒
骨
折
等
も
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

筋
力
が
弱
ま
る
と
、
自
分
の

体
を
思
う
よ
う
に
支
え
ら
れ
な

く
な
り
、
住
み
な
れ
た
家
の
中

や
平
ら
な
道
で
も
転
倒
し
骨
折

す
る
こ
と
や
、
体
力
低
下
に
よ

り
外
出
す
る
自
信
が
な
く
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
る
こ
と
を

予
防
し
、
よ
り
自
立
し
た
暮
ら

し
を
継
続
す
る
た
め
に
元
気
な

と
き
か
ら
筋
力
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

 

　

渡
島
保
健
所
と
鹿
部
町
の
共

催
に
よ
る
高
齢
者
体
力
向
上
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
が　

月
上
旬

１０

〜　

月
中
旬
（
計　

回
）
に
か

１２

１２

け
て
総
合
体
育
館
ス
ト
レ
ッ
チ

ル
ー
ム
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

教
室
に
は
、　

歳
以
上
の
方
、

６５

約　

名
が
継
続
し
て
３
ヶ
月
間

１０
参
加
し
、
渡
島
保
健
所
の
理
学

療
法
士
や
鹿
部
町
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
町
保
健
師
や
介
護
保
険

係
、
鹿
部
町
内
の
在
宅
看
護
師

ら
の
ス
タ
ッ
フ
と
と
も
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

　

教
室
で
は
、
初
回
と
最
終
回

に
体
力
測
定
を
実
施
し
、
健
康

チ
ェ
ッ
ク
後
に
ス
タ
ッ
フ
の
指

導
の
も
と
で
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

や
バ
ラ
ン
ス
運
動
、
重
錘
バ
ン

ド
や
ダ
ン
ベ
ル
、
セ
ラ
バ
ン
ド

（
ゴ
ム
バ
ン
ド
）
を
使
っ
た
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
し
、

可
能
な
方
は
教
室
以
外
で
も
自

宅
で
ホ
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

一
人
で
な
く
皆
で
実
施
す
る

こ
と
で
継
続
で
き
た
と
い
う
達

成
感
を
持
っ
た
方
や
今
後
も
継

続
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

い
う
意
見
が
き
か
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
体
力
や
体
調
に
合
わ

せ
て
膝
・
腰
に
痛
み
の
あ
る
方

も
無
理
な
く
楽
し
く
運
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
皆
さ

ん
も
、
健
康
増
進
や
体
力
向
上

の
た
め
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

外
は
、
路
面
が
凍
結
し
て
滑

り
や
す
い
た
め
、
滑
り
に
く
い

靴
を
選
び
、
帽
子
を
か
ぶ
り
手

袋
を
は
め
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

室
内
は
、
整
理
整
頓
、
段
差
の

解
消
や
足
元
の
照
明
、
滑
り
に

く
い
履
き
も
の
（
ス
リ
ッ
パ
履

き
は
危
険
で
す
。）に
注
意
す
る

こ
と
も
転
倒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

で
す
。

　

平
成　

年
１
月　

日
接
種
分

１８

３１

ま
で
の
接
種
料
金
を
助
成
し
て

お
り
ま
す
。

　

助
成
金
額
や
対
象
年
齢
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
平
成　
１７

年　

月
号
広
報
を
ご
覧
に
な
る

１１
か
、
民
生
課　

保
健
推
進
係
へ

お
問
合
せ
下
さ
い
。
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函
館
税
務
署
で
は
、
平
成　
１７

年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
の

相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
が
２

月　

日
（
木
）
か
ら
、
贈
与
税

１６
の
相
談
及
び
申
告
書
の
受
付
が

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
始
ま
り

ま
す
。（
所
得
税
の
還
付
申
告

の
受
付
は
、
１
月
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。）

　

所
得
税
の
確
定
申
告
の
相
談
、

申
告
書
の
受
付
及
び
納
付
の
期

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

限
は
３
月　

日
（
水
）、
贈
与
税

１５

の
相
談
、
申
告
書
の
受
付
及
び

納
付
の
期
限
は
３
月　

日（
水
）、

１５

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
確
定
申
告
の
相

談
、
申
告
書
の
受
付
及
び
納
付

の
期
限
は
３
月　

日
（
金
）
ま

３１

で
で
す
。
確
定
申
告
書
等
は
前

年
の
「
確
定
申
告
書
の
控
え
」

や
「
確
定
申
告
の
手
引
き
」
を

参
考
に
ご
自
分
で
作
成
し
、
お

早
め
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

作
成
し
た
申
告
書
は
、
送
付

に
よ
り
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
【��������������������

��������������������
】
で

は
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
申
告
書
が
簡
単
に
作

成
で
き
る
ほ
か
、
申
告
書
用
紙

な
ど
各
種
様
式
を
印
刷
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�
�
�
�

�
�
�
�

　

北
海
道
テ
レ
ビ
放
送
（
Ｈ
Ｔ

Ｂ
）
が
昨
年
夏
に
当
町
を
舞
台

と
し
て
撮
影
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル

ド
ラ
マ
「
う
み
の
ほ
た
る
」
が

平
成　

年
度
文
化
庁
芸
術
祭
テ

１７

レ
ビ
部
門
ド
ラ
マ
の
部
に
お
い

て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

撮
影
に
ご
協
力
、
ご
声
援
い
た

だ
い
た
町
民
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
素
晴
ら

し
い
ド
ラ
マ
を
作
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
Ｈ
Ｔ
Ｂ
ス
タ
ッ
フ
の

皆
様
に
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

Ｈ
Ｔ
Ｂ
で
は
引
き
続
き
今
年

も
北
海
道
内
の
町
を
舞
台
と
し

た
新
し
い
ド
ラ
マ
を
制
作
す
る

こ
と
と
し
て
準
備
に
入
っ
て
い

※
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び
祝
日

は
税
務
署
の
閉
庁
日
と
な
っ
て

お
り
、
相
談
等
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
申
告
書
を
提
出
さ

れ
る
場
合
は
、「
送
付
」
又
は
税

務
署
の「
時
間
外
文
書
収
受
箱
」

を
ご
利
用
下
さ
い
。

　

消
費
税
法
が
平
成　

年
４
月

１６

１
日
か
ら
改
正
さ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
事
業
者
の
方
は
、
原
則
と

し
て
、
平
成　

年
分
か
ら
適
用

１７

と
な
り
ま
す
。

　

主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り

で
す
。

①　

納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る

基
準
期
間
に
お
け
る
課
税
売
上

� � � � � � �

��������	
���
���������	
��	���

��������	
��������

���������	
��������

�
�
�
�
�
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�
	


�

高
が
１
、
０
０
０
万
円
（
改
正

前
３
、
０
０
０
万
円
）
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。（
例
え
ば
、

平
成　

年
分
の
課
税
売
上
高
が
、

１５

１
、
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い

る
個
人
事
業
者
の
方
は
、
平
成

　

年
分
の
消
費
税
課
税
事
業
者

１７と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成　
１６

年
分
の
課
税
売
上
高
が
１
、
０

０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
個
人

事
業
者
の
方
は
、
平
成　

年
分

１８

の
消
費
税
課
税
事
業
者
と
な
り

ま
す
。）

②　

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
基
準
期
間
に

お
け
る
課
税
売
上
高
の
上
限
が

５
、
０
０
０
万
円
（
改
正
前
２

億
円
）
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　

新
た
に
消
費
税
課
税
業
者
と

な
っ
た
方
及
び
消
費
税
課
税
事

業
者
と
な
る
方
は
、「
消
費
税

課
税
事
業
者
届
出
書
」
の
提
出

と
記
帳
及
び
書
類
の
保
存
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は

　

函
館
税
務
署
個
人
課
税
務
部

（�
０
１
３
８－

３
１－

３
７

４
１
）

　

税
務
相
談
室
函
館
分
室

（�
０
１
３
８－

５
６－

７
７

５
５
）
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る
と
こ
ろ
で
す
。「
う
み
の
ほ

た
る
」
同
様
、
期
待
し
て
く
だ

さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�

　

文
化
庁
芸
術
祭
は
、
戦
後
の

国
民
生
活
に
再
建
の
希
望
と
勇

気
を
与
え
る
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
、
昭
和　

年
秋
に
第
１
回

２１

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
、

我
が
国
の
芸
術
の
祭
典
と
し
て

定
着
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は

第　

回
と
い
う
１
つ
の
節
目
を

６０
迎
え
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
演
劇
、
音
楽
、
舞

踊
、
演
劇
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

レ
コ
ー
ド
の
７
部
門
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
個
人
、
団
体
に
対

し
大
賞
、
優
秀
賞
、
新
人
賞
、

個
人
賞
を
賞
す
る
も
の
で
す
。

「
う
み
の
ほ
た
る
」
は
、
テ
レ

ビ
部
門
ド
ラ
マ
の
部
に
属
し
、

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

＝
民
間
ア
パ
ー
ト
な
ど
を
退
去

す
る
際
の
原
状
回
復
費
用
を
め

ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め

に
＝

　

民
間
賃
貸
住
宅（
ア
パ
ー
ト
・

貸
家
）
の
借
主
の
方
が
退
去
さ

れ
る
際
、
本
来
は
借
主
に
返
還

さ
れ
る
べ
き
敷
金
が
、
借
主
の

負
担
で
は
な
い
分
ま
で
「
現
状

回
復
費
用
」
と
し
て
精
算
さ
れ

た
り
、
高
額
な
修
繕
費
が
請
求

さ
れ
る
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
故
意
や
不

注
意
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

居
室
（
宅
）
を
契
約
に
定
め
ら

れ
た
方
法
に
従
い
、
ま
た
、
通

常
の
使
用
方
法
で
使
用
し
て
い

て
も
そ
う
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
な
ら
、
仮
に
入
居
時
よ

り
も
状
態
が
悪
く
な
っ
て
い
た

と
し
て
も
、
借
主
は
そ
の
修
繕

費
用
を
負
担
し
な
く
て
も
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
海
道
建
築
指

導
課
（
電
話
０
１
１
（
２
０
４
）

５
５
７
５
（
直
通
））
又
は
各
支

庁
建
設
指
導
課
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。
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火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
８

割
は
「
住
宅
火
災
」
か
ら
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
８
割
は
「
居
室
」

か
ら
発
生
し
た
火
災
で
す
。
亡

く
な
っ
た
原
因
の
４
割
は
「
火

災
に
気
付
く
の
が
遅
れ
た
」
た

め
で
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

寝
室
、
寝
室
が
２
階
以
上
に

あ
る
場
合
は
そ
こ
に
行
く
た
め

の
階
段
で
す
。

　

台
所
、
居
間
等
は
安
全
の
た

め
つ
け
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
い
つ
ま
で
つ
け
れ
ば
い
い

の
？

　

平
成　

年
６
月
１
日
以
降
に

１８

新
築
・
改
築
す
る
建
物
は
そ
の

時
点
で
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
お
住
ま
い
の
住
宅
は
、
平

成　

年
６
月
１
日
ま
で
に
設
置

２３
し
て
く
だ
さ
い
。
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火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
を

感
知
し
て
、
火
災
の
発
生
を
警

報
音
又
は
音
声
で
知
ら
せ
る
も

の
で
す
。

�
�
�
�
�
�

　

火
災
に
よ
り
発
生
す
る
熱
を

感
知
し
て
、
火
災
を
警
報
音
又

は
音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。 �

�
�
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�
�
�
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�

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
と
ガ
ス

漏
れ
検
知
器
の
性
能
を
有
し
て

い
る
も
の
で
す
。
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防
災
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
電
器
店
等
で
購
入

で
き
ま
す
。（
消
防
署
が
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

安
価
な
も
の
で
２
千
円
く
ら

い
か
ら
高
額
な
も
の
で
１
万
５

千
円
く
ら
い
ま
で
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。

　

電
池
式
の
も
の
等
、
自
分
で

簡
単
に
取
り
付
け
れ
る
も
の
か

ら
電
気
工
事
を
必
要
と
す
る
も

の
ま
で
、
取
付
方
法
は
色
々
あ

り
ま
す
の
で
、
購
入
時
に
販
売

店
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
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�
�
　

購
入
の
目
安
と
し
て
次
の

マ
ー
ク
の
い
ず
れ
か
が
つ
い
て

い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
は
、

東
京
消
防
庁
が

一
定
の
性
能
を

確
認
し
た
も
の

�� ���
�
��
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
は
、
日
本

消
防
検
定
協
会

の
鑑
定
に
適
合
し
た
も
の

��
��

���
�
��
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆

国
が
開
発
し
た

U
L

製
品
安
全
性
評
価
規
格
（ 
 
２

１
７
規
格
）
の
う
ち
、
２
０
０

１
年　

月　

日
に
改
定
し
た
規

１０

２１

格
以
降
の
規
格
に
適
合
し
、
認

証
を
取
得
し
た
も
の
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例
え
ば
、
全
て
の
住
宅
に
設

置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
点
検

も
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
な

ど
、
条
例
の
内
容
を
偽
っ
て
販

売
し
た
り
、
消
防
職
員
の
よ
う

な
服
装
で
消
防
職
員
の
ふ
り
を

し
て
販
売
す
る
。��
�
�
�
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１０２，２０４，８９４円１，３９９，０１５．６㎏すけそ
３０，０１１，６９０円３８，７９３．０㎏たこ
９，４２１，０４５円５０，５３０．２㎏さけ

ます
４３，６０４，００８円２７６，９０５．３㎏いか
１，３０３，２０２円１，５２６．１㎏かれい
４，６８３，１３０円２，５０３．０㎏なまこ
５７３，７３０円１，２８７．０㎏あぶらこ
１９９，１８２円４６２．０㎏黒そい
３，５２５，３２４円９，７８２．２㎏ほっけ
８２，８１３円１７８．８㎏がや
４，９５５円１８０．４㎏かじか
１３４，８８７円１１９．０㎏ひらめ

９円０．３㎏さんま
１７５，８８０円２０８．０㎏はたはた

うに
１，６９５，８９８円１０３，８８１．３㎏さば
５，６３４，６９２円２９，７１０．９㎏ふくらげ
７２１，０６０円２，３１１．２㎏ほっき貝
１０１，８３４円５７．０㎏まぐろ
４８５，８２１円１１，０９９．９㎏たら
３４，０６２円１２．５㎏きんきん

２，１３７，２０９円１９，３４８．９㎏つぶ
えび
ほたて

２，６５０円１，２０６．５㎏いわし
２６４，７８５円１０，１４１．３㎏その他

海藻類
２０７，００２，７６０円１，９５９，２６０．４㎏合　　計
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　昨年末に鹿部漁業協同組合２階会議室で、

鹿部町水産物衛生管理推進委員会の設立総会

が開催され、鹿部漁業協同組合代表理事組合

長を初め各部会長、鹿部水産加工業協同組合

代表理事組合長などが出席され、漁場・漁港・

加工・流通等、鹿部町一体の衛生管理を推進

し、安全で安心できる水産物を安定的に供給

できる体制を確立することを目的に同委員会

が発足されました。それに伴い今後は、水産

物衛生管理意識の向上、周知、指導などの充

実を図っていくこととなります。
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１４２，９８９，１８５円１，０４１，５５８．４㎏すけそ
３０，７７６，６９６円４４，１３７．５㎏たこ
１８，８６６，８７３円１０１，１１３．７㎏さけ

２円０．１㎏ます
１３９，３７５，６５５円８３０，９２０．８㎏いか
１，４２１，１６５円１，６３４．６㎏かれい
５１，０１４，７３８円２４，１０９．５㎏なまこ
１６０，０７０円５４８．７㎏あぶらこ
２２７，９７３円７８０．１㎏黒そい
４８７，７５９円３，３９１．３㎏ほっけ
６，５８９円１７．４㎏がや
２２，２９７円４７０．７㎏かじか
１５５，５１２円１２６．４㎏ひらめ

さんま
はたはた

１３，０２７，９９６円１０，８０１．７㎏うに
８０６，４２４円５０，３２２．７㎏さば
２８，８５７円１３４．２㎏ふくらげ
３４５，５４７円９８２．７㎏ほっき貝

まぐろ
３７８，２１８円５，１４５．４㎏たら
１，４９１，２７０円５４０．８㎏きんきん
６７０，５５６円５，２６６．２㎏つぶ

えび
ほたて

６，２５６円７６．９㎏いわし
３８３，８９３円１６，３４９．５㎏その他

海藻類
４０２，６４３，５３１円２，１３８，４２９．３㎏合　　計
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　森警察署管内では、平成１７年中の刑法犯認知件数が前年比－８９件と大幅に減少されることができました。これは地域の
みなさんのご協力があったからこそと思われます。
　今年も、犯罪の発生件数を１件でも多く減少させるため、みなさんのご協力が必要です。
　一人ひとりの防犯意識をさらに向上させ、犯罪のない明るい街づくりを一緒にしていきましょう。
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　・スピードダウンの励行！
　・車間距離の十分な保持！
　・急発進・急ハンドル・急ブレーキ・急加速の禁止！
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物損事故（件）傷者数（人）死者数（人）発生件数（件）

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

－１９０７５１５６１＋１９９５４１１４＋１１２＋２７５７７森警察署管内
－９９４８５＋２４５２９－１１０＋１５５２０鹿 部 町 内
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窃　盗　犯　認　知　件　数全刑法犯
認知件数（件）

　　　　罪種

管内　　　　

計自動車盗（件）車上狙い（件）侵入盗（件）

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

増減
Ｈ１６
年中

Ｈ１７
年中

－９５２５９１６４＋２５７－１１４４３３－２２５８３６－８９２８６１９７森警察署管内
－１３４９３６＋３０３＋１４５－１１０９－３４９４６鹿 部 町 内
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　社団法人電気通信事業者協会と携帯電話・PHS
事業者は『モバイル・リサイクルネットワーク』
により、ブランド名に関係なく、使用済み携帯電
話・PHSの本体・充電器・電池を専門店・ショッ
プで自主的な回収を行っています。
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１
月
６
日
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
、
幼
児
か
ら
中
学
生
ま
で
が
参
加

し
、
書
初
め
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

年
々
参
加
者
が
減
る
中
、
参
加
さ

れ
た　

名
の
子
ど
も
達
は
、
今
年
１

１１

年
の
決
意
を
込
め
大
筆
を
使
っ
て

「
と
も
だ
ち
」「
美
し
い
心
」「
雪
の

正
月
」
な
ど
の
学
年
別
の
課
題
を
書

き
上
げ
、
一
番
出
来
の
良
い
作
品
を

選
び
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

【入選者】
〇町　長　賞　　　　（小１）角野　和輝
〇渡島福祉会理事長賞（小１）山田　雄太
〇教 育 長 賞　　　　（小４）佐藤　陽亮
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平成１７年１２月３１日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，７９８世帯（＋４）
　男　　２，３８６ 人 （＋１）
　女　　２，５００ 人 （＋１）
　計　　４，８８６ 人 （＋２）

●６５歳以上の人口 １，０６７人
　高齢化率　　　　２１．８％

��
�
�
�

中　

山　

美　

子
さ
ん

小　

田　

セ　

ツ
さ
ん

工　

藤　

正　

雄
さ
ん ��

�
五
一
歳

八
〇
歳

七
八
歳 �
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部
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本
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宮　

本　
 
莉  
 々 
杏 
ち
ゃ
ん

り 

り 

あ

高　

橋　
 
莉 　
 
菜 
ち
ゃ
ん

り 

な

前　

田　
 
璃 　
 
音 
ち
ゃ
ん

り 

の

高　

本　
 
朱　

雀 
く
ん 

す

ざ

く

�
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和　

明

由　

毅

吉　

広

謙　

二 �
�鹿

部
宮
浜

宮
浜

本
別
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橋
本
陽
子
様
（
字
宮
浜
）
工
藤
忠
様

（
字
鹿
部
）
手
づ
く
り
パ
ン
の
家
ム
ッ

ク
ル
お
客
様
代
表
渡
邊
文
男
様
（
字
本

別
）
有
限
会
社　

嘉
楽
様
（
字
本
別
）

よ
り
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
通
り
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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